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 誤差の⾒積もりに有⽤な誤差解析のワークシートを提供
 ExcelとMATLABを使⽤した誤差計算⽅法を紹介
 誤差解析のための実践的なExcelとMATLAB関数を紹介
 ｢例題」で使⽤したMATLAB コードを参照できる
 数値の不確かさの下限を推定する有効数字の規則など、誤差解析における
     数学的背景もしっかり解説
 各章末に多数の問題を掲載．内容の理解を深められる
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